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株主の皆様へ

連結業績ハイライト
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代表取締役会長兼CEO 代表取締役社長兼COO

株主の皆様におかれましては、平素より、格別のご高配を
賜り厚く御礼申し上げます。
この度の熊本地震により被災された皆様に謹んでお
見舞い申し上げます。また、被災地の一日も早い復興を心
からお祈り申し上げます。
当社グループの第36期報告書をお届けするにあたり、
日ごろのご支援とご厚情に心から感謝申し上げますとともに、
当社の概況につきましてご報告申し上げます。
当連結会計年度における我が国経済は、中国経済をはじめ
世界景気が減速するなか、金融資本市場は円高・株安基調
となり個人消費マインドに足踏み感がみられ、企業の事業
環境は厳しさを増しております。
こうした環境のもと当印刷業界におきましては、用紙
価格が高止まりしているなか、人口の減少や出版物のネット
媒体への移行による紙媒体の減少など、経営環境の厳しさが
増しております。
こうした状況下にあって、当社グループは、工場の生産性
向上に努めるとともに、店頭POPのバリアブル印刷、圧着
ハガキや封入封緘によるダイレクトメール印刷など多様な
印刷加工設備を使用し、幅広いニーズに対応して収益の
確保に努めております。また連結子会社においては、書籍

印刷を得意とする株式会社暁印刷が、文庫本用の輪転機を
導入して得意先のニーズに対応しており、当連結会計年度
から子会社化した九州に拠点をもつ株式会社西川印刷に
つきましても、営業活動及び生産体制の面で当社とのシナ
ジー効果を発揮し、連結業績に寄与しております。

平成28年6月
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商業印刷につきましては、通販カタログや折込チラシで
受注量の減少した媒体はありましたものの、贈答用や季節
行事用の商品カタログで受注媒体が増加したことや、宅配
用の通販カタログにおいて受注量が増加したこと等により、
売上高は49億５千８百万円増加し、356億１千６百万円（前
期比16.2％増加）となりました。

出版印刷につきましては、フリーマガジンの受注量増加
や育児関連雑誌の新規受注等はありましたものの、旅行関
連や情報誌等の書籍雑誌類の受注量が減少したこと等によ
り、売上高は１百万円減少し、111億６千７百万円（前期
比0.0％減少）となりました。

商業印刷は
カタログ、ダイレクトメールが好調です

出版印刷は
フリーマガジン、新規の雑誌が堅調です

◆チラシ　◆カタログ　◆パンフレット
◆パッケージ　◆ダイレクトメール　etc...

◆旅行案内誌　◆雑誌、情報誌
◆地図　◆書籍　etc...

売上高

356億16百万円
前期比

16.2% 2016/032015/03

30,657

（百万円）35,616 売上高

111億67百万円
前期比

0.0% 2016/032015/03

11,169 （百万円）11,167

SALE！！
50％

カタログ MAGAZINE

連結売上高505億円を目指します
今後の見通しにつきましては、諸資材の価格が高止まりす

るなか、受注競争の激化による受注単価下落が見込まれます
が、引き続き生産性の向上を図るとともに設備の更新による
市場ニーズの対応にも取り組み、受注拡大と利益の確保に取
り組んでまいります。
次期(平成29年３月期)の連結業績見通しにつきましては、

売上高505億円、営業利益28億円、経常利益25億円、
親会社株主に帰属する当期純利益16億5千万円を見込んで
おります。

〈DMバラエティ〉
あらゆるタイプのDM製造
に対応した設備を拡充し、
よりいっそうの受注拡大を
図ってまいります。

メーラーDM

封入封緘DMフィルムラッピングDM 圧着DM
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連 結 財 務 諸 表（単位：百万円）
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　自己資本比率 （％）

2013/032012/03 2014/03

35.232.8 35.5
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35.8 32.6

連結貸借対照表
第36期
（当期）

平成28年3月31日現在

第35期
（前期）

平成27年3月31日現在

資
産
の
部

流動資産 23,071 19,732

固定資産 24,468 21,785

　有形固定資産 20,232 17,678

　無形固定資産 1,982 1,812

　投資その他の資産 2,253 2,295

繰延資産 2 6

資産合計 47,541 41,524

負
債
の
部

流動負債 17,822 14,929

固定負債 14,169 11,711

負債合計 31,992 26,641

純
資
産
の
部

株主資本 15,225 14,292

　資本金 3,335 3,335

　資本剰余金 3,329 3,329

　利益剰余金 8,559 7,626

　自己株式 △0 △0

その他の包括利益累計額 280 570

新株予約権 44 20

純資産合計 15,549 14,882

負債純資産合計 47,541 41,524

連結損益計算書
第36期
（当期）

自  平成27年4月  1日
至  平成28年3月31日

第35期
（前期）

自  平成26年4月  1日
至  平成27年3月31日

売上高 48,018 42,990
売上原価 41,126 37,157
売上総利益 6,892 5,832
販売費及び一般管理費 4,372 3,649
営業利益 2,520 2,183
営業外収益 55 42
営業外費用 305 278
経常利益 2,269 1,947
特別利益 14 16
特別損失 37 86
税金等調整前当期純利益 2,246 1,877
法人税等 778 721
当期純利益 1,467 1,156
親会社株主に帰属する当期純利益 1,467 1,156

連結キャッシュ・フロー計算書
第36期
（当期）

自  平成27年4月  1日
至  平成28年3月31日

第35期
（前期）

自  平成26年4月  1日
至  平成27年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,227 3,110
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,633 △492
財務活動によるキャッシュ・フロー △588 △1,275
現金及び現金同等物の増減額 2,005 1,341
現金及び現金同等物の期首残高 9,534 8,192
現金及び現金同等物の期末残高 11,539 9,534

ト ピ ッ ク ス

　関東に拠点をおく共立印刷と、九州に拠点をおく西川印刷が協力することにより、物流、生産体制等、あらゆる面で
シナジー効果を発揮できる環境が整いました。共立印刷グループは今後も引き続き、持続的な成長を続けてまいります。

2015年8月 株式会社西川印刷が共立印刷グループに加わりました
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名称 株式会社西川印刷

所在地 熊本県熊本市北区飛田2-12-116 

事業内容 印刷業

資本金 4,300万円 

設立年月日 1974年9月2日 

オフセット輪転印刷を中心としチラシ・カタ
ログ・ダイレクトメールなどの印刷、製本、
加工に加え、ホームページ制作など販促の企画
制作も行っています。

環 境 へ の 取 り 組 み

基本的活動の継続こそが力だと考えています
　共立印刷は、機械の性能を維持する「原点復帰」「予防保全」

「定期メンテナンス」「事前設計」等、日々の取り組みを継続し、
電気・ガスなどのエネルギー使用量を低減し、CO₂発生量を
抑制しています。

日々、機械のズレを補正しコンディシ
ョンを保っています。

消耗品は劣化し始める前に、定期的
に洗浄・交換しています。
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特 集 共立印刷グループは6期連続の増収増益を目指します

　メーラーDM（封筒一体型DM）製造が可能になり、たくさんの情
報を掲載することができる広告効果の高いDMをご提案できるよう
になりました。メーラーDMは封筒一体型なので、封入等の時間が不
要となり、納期短縮、コスト削減が可能です。また、ミシン目加工
により、より多目的に活用いただくことができます。

2016年3月
製本第４工場にDMメーラーを設置

コスト削減 納期短縮

多様な仕様 広告効果

様々なタイプの折り方の組み合わせが可能です

本庄第３工場を新設
1

本庄第３工場は多品種、小ロット
の特殊印刷や包材印刷など多様な
印刷バリエーションに対応する
平台印刷・特殊加工工場として
稼動を開始しました。

2014年
個 人情 報 取り扱い 
専門工場がスタート

2

製本第４工場にオンデマンド&
バリアブル印刷機、封入機、圧着機
等を集約し、DMなど個人情報を取
り扱う案件を一元管理できる体制
を確立しました。

2015年
児玉物流倉庫を新設

3

製本第１工場に隣接する物流倉庫を確保
することにより、スムーズに製品を納品
することができ、お客様の在庫管理をお
任せいただくことも可能です。本庄第3工場

製本第2工場

児玉工業団地

本庄第1工場
本庄第2工場

製本第3工場

製本第4工場

製本第1工場

物流倉庫

いまい台

関越自動車道

1

2

3

大規模集約工場は進化を続けます

2011年3月期

第31期
（売上高）
百万円30,109

2012年3月期

第32期
（売上高）
百万円35,315 2013年3月期

第33期
（売上高）
百万円35,574 2014年3月期

第34期
（売上高）
百万円41,572

2015年3月期

第35期
（売上高）
百万円42,990

2016年3月期

第36期
（売上高）
百万円48,018 2017年3月期

第37期
（売上高）
百万円50,500

（予想）

あらゆる印刷媒体に対応できる
総合印刷会社としての体制を整備

各種設備の更新、
情報セキュリティの強化

お客様のニーズに対応する設備を拡充
2011/9
株式会社SICを連結子会社化

2013/4
株式会社暁印刷を連結子会社化

2015/8
株式会社西川印刷を連結子会社化

2015/11
福岡営業所開設

2011/8
UV8色両面枚葉印刷機設置

2012/6
高速ラミネーター
設置

2012/8
H-UV平台印刷機（片面5色）設置

2012/2
サックマシン設置

2013/8
両面バリアブル印字が可能
となり、ダイレクトメール
印刷を強化 2014/1

中綴機増設により26台体制スタート

2014/10
オフセット輪転機を新型に更新、
現在34台体制で稼働中

たとえば、長3サイズクロス折タイプ（6面）の場合…
メーラーDM（封筒一体型DM）とは…
A3サイズ、A2サイズといった大きな印刷物を折り加工、
糊付けをして定形サイズやA4の封筒サイズに仕上げます。ひらいた状態は

インパクトのある
サイズです。

ボリュームのある情報を1枚にまとめ印刷 DMメーラーで糊付け、折り加工 封入作業の必要がなく、直接郵送！

郵送

仕上がりは
定形郵便サイズに
なります。

のり接着

2010年12月2010年12月
2014年 2015年
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会 社 概 要 株 式 の 状 況（平成28年3月31日現在）

会社概要

役員構成（平成28年6月29日現在）

株式の状況

発行可能株式総数 130,720,000株
発行済株式総数 48,630,000株
株主数 9,975名

大株主

所有者別株式分布状況

本社所在地 東京都板橋区清水町36番1号
設立年月日 昭和55年8月1日
資本金 33億3,581万円
従業員数 880名（平成28年3月31日現在・連結）
工場 ▪本庄第1工場・本庄第2工場・本庄第3工場

　埼玉県本庄市いまい台1丁目32
▪製本第1工場
　埼玉県児玉郡上里町大字嘉美1600-13
▪製本第2工場
　埼玉県本庄市いまい台2丁目74
▪製本第3工場・製本第4工場
　埼玉県児玉郡上里町大字嘉美1424-1

営業所 札幌／名古屋／大阪／高松／福岡
子会社 ㈱SIC

㈱暁印刷
㈱西川印刷
㈱共立製本マーケティング

代表取締役会長 野 田　勝 憲 最高経営責任者（CEO）

代表取締役社長 倉 持　 　孝 最高執行責任者（COO）

取締役 中 井　哲 雄 ㈱SIC代表取締役社長

取締役 佐 藤　尚 哉 管理本部長

社外取締役 藤 本　三千夫
社外取締役 亀 井　雅 彦
常勤監査役 川 尻　建 三
監査役 窪 川　秀 一 公認会計士・税理士

監査役 中 村　惠一郎

執行役員 舩 木　敏 勝 第1製造本部長

執行役員 田 島　紀 明 第2製造本部長

合 計
48,630 千株

その他法人
20,799千株／42.77％
個人その他
19,924千株／40.97％

証券会社
517千株／1.07％

金融機関
5,432千株／11.17％
外国法人等
1,955千株／4.02％

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

㈱ウエル 6,279 12.91

東京インキ㈱ 2,190 4.50

㈱小森コーポレーション 2,030 4.17

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 1,826 3.76

共栄会 1,773 3.65

野田　勝憲 1,482 3.05

井奥　貞雄 1,160 2.39

㈱桂紙業 1,060 2.18

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 1,000 2.06

サカタインクス㈱ 1,000 2.06

㈱プロトコーポレーション 1,000 2.06

㈱ベルーナ 1,000 2.06
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連 結 財 務 諸 表（単位：百万円）
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　自己資本比率 （％）

2013/032012/03 2014/03

35.232.8 35.5

2015/03 2016/03

35.8 32.6

連結貸借対照表
第36期
（当期）

平成28年3月31日現在

第35期
（前期）

平成27年3月31日現在

資
産
の
部

流動資産 23,071 19,732

固定資産 24,468 21,785

　有形固定資産 20,232 17,678

　無形固定資産 1,982 1,812

　投資その他の資産 2,253 2,295

繰延資産 2 6

資産合計 47,541 41,524

負
債
の
部

流動負債 17,822 14,929

固定負債 14,169 11,711

負債合計 31,992 26,641

純
資
産
の
部

株主資本 15,225 14,292

　資本金 3,335 3,335

　資本剰余金 3,329 3,329

　利益剰余金 8,559 7,626

　自己株式 △0 △0

その他の包括利益累計額 280 570

新株予約権 44 20

純資産合計 15,549 14,882

負債純資産合計 47,541 41,524

連結損益計算書
第36期
（当期）

自  平成27年4月  1日
至  平成28年3月31日

第35期
（前期）

自  平成26年4月  1日
至  平成27年3月31日

売上高 48,018 42,990
売上原価 41,126 37,157
売上総利益 6,892 5,832
販売費及び一般管理費 4,372 3,649
営業利益 2,520 2,183
営業外収益 55 42
営業外費用 305 278
経常利益 2,269 1,947
特別利益 14 16
特別損失 37 86
税金等調整前当期純利益 2,246 1,877
法人税等 778 721
当期純利益 1,467 1,156
親会社株主に帰属する当期純利益 1,467 1,156

連結キャッシュ・フロー計算書
第36期
（当期）

自  平成27年4月  1日
至  平成28年3月31日

第35期
（前期）

自  平成26年4月  1日
至  平成27年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,227 3,110
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,633 △492
財務活動によるキャッシュ・フロー △588 △1,275
現金及び現金同等物の増減額 2,005 1,341
現金及び現金同等物の期首残高 9,534 8,192
現金及び現金同等物の期末残高 11,539 9,534

ト ピ ッ ク ス

　関東に拠点をおく共立印刷と、九州に拠点をおく西川印刷が協力することにより、物流、生産体制等、あらゆる面で
シナジー効果を発揮できる環境が整いました。共立印刷グループは今後も引き続き、持続的な成長を続けてまいります。

2015年8月 株式会社西川印刷が共立印刷グループに加わりました

千通数当たりのCO₂排出量（㎏）

2004
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2014
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2015
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2016
03

1.48

1.23

1.06 1.03

1.14

1.02

0.90
1.00 0.99

0.89
0.99

0.93 0.89

名称 株式会社西川印刷

所在地 熊本県熊本市北区飛田2-12-116 

事業内容 印刷業

資本金 4,300万円 

設立年月日 1974年9月2日 

オフセット輪転印刷を中心としチラシ・カタ
ログ・ダイレクトメールなどの印刷、製本、
加工に加え、ホームページ制作など販促の企画
制作も行っています。

環 境 へ の 取 り 組 み

基本的活動の継続こそが力だと考えています
　共立印刷は、機械の性能を維持する「原点復帰」「予防保全」

「定期メンテナンス」「事前設計」等、日々の取り組みを継続し、
電気・ガスなどのエネルギー使用量を低減し、CO₂発生量を
抑制しています。

日々、機械のズレを補正しコンディシ
ョンを保っています。

消耗品は劣化し始める前に、定期的
に洗浄・交換しています。

21

商業印刷につきましては、通販カタログや折込チラシで
受注量の減少した媒体はありましたものの、贈答用や季節
行事用の商品カタログで受注媒体が増加したことや、宅配
用の通販カタログにおいて受注量が増加したこと等により、
売上高は49億５千８百万円増加し、356億１千６百万円（前
期比16.2％増加）となりました。

出版印刷につきましては、フリーマガジンの受注量増加
や育児関連雑誌の新規受注等はありましたものの、旅行関
連や情報誌等の書籍雑誌類の受注量が減少したこと等によ
り、売上高は１百万円減少し、111億６千７百万円（前期
比0.0％減少）となりました。

商業印刷は
カタログ、ダイレクトメールが好調です

出版印刷は
フリーマガジン、新規の雑誌が堅調です

◆チラシ　◆カタログ　◆パンフレット
◆パッケージ　◆ダイレクトメール　etc...

◆旅行案内誌　◆雑誌、情報誌
◆地図　◆書籍　etc...

売上高

356億16百万円
前期比

16.2% 2016/032015/03

30,657

（百万円）35,616 売上高

111億67百万円
前期比

0.0% 2016/032015/03

11,169 （百万円）11,167

SALE！！
50％

カタログ MAGAZINE

連結売上高505億円を目指します
今後の見通しにつきましては、諸資材の価格が高止まりす

るなか、受注競争の激化による受注単価下落が見込まれます
が、引き続き生産性の向上を図るとともに設備の更新による
市場ニーズの対応にも取り組み、受注拡大と利益の確保に取
り組んでまいります。

次期(平成29年３月期)の連結業績見通しにつきましては、
売上高505億円、営業利益28億円、経常利益25億円、
親会社株主に帰属する当期純利益16億5千万円を見込んで
おります。

〈DMバラエティ〉
あらゆるタイプのDM製造
に対応した設備を拡充し、
よりいっそうの受注拡大を
図ってまいります。

メーラーDM

封入封緘DMフィルムラッピングDM 圧着DM
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株主の皆様へ
平成2 7 年 4 月 1 日～平成 2 8 年 3 月 3 1 日
第 3 6 期 報 告 書

証券コード：7838

株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年の3月31日まで

定 時 株 主 総 会 6月

基 準 日 定時株主総会の議決権　　3月31日
期末配当金　　　　　　　3月31日
中間配当金　　　　　　　9月30日

（中間配当を実施する場合）

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-232-711（通話料無料）

公 告 の 方 法 電子公告の方法により行います。
但し、やむをえない事由により電子公告をする
ことができない場合は、日本経済新聞に掲載
します。
公告掲載URL
http://www.kyoritsu-printing.co.jp/

上 場 取 引 所 東京証券取引所 市場第一部

　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました
株主様は、特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行
株式会社にお申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について

　株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申出
ください。

未払配当金の支払いについて

　配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、
租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねており
ます。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いた
だくことができます。
　但し、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様に
つきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われ
ます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の
証券会社等にご確認をお願いします。
　なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につき
ましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封
させていただいております。確定申告をなされる株主様は大切
に保管ください。

「配当金計算書」について

環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを使用しています。

〒174-8860　東京都板橋区清水町36番1号
　　　　　　　TEL.03-5248-7801（管理本部）

※平成28年7月1日付で、特別口座の口座管理機関を三井住友信託銀行
株式会社から三菱UFJ信託銀行株式会社に変更いたします。
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